
　
　
　
　
◎

幼

見
に
於
け
る
卵
緒
果
歌
爾
尼
亜
の
茎
捻
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
Φ
忌
ま
『
江
｛
己
．
司
8
｝
】
。
＝
。
。
。
］
烏
窪
」
Q
。
O
。
。
°
2
0
こ
。
⑰
゜
）

伯
林
の
出
目
夢
器
ω
氏
が
十
ヶ
月
の
虚
女
に
就
て
實
見
せ
る
と
乙
う
に
依
れ
ば
、
患
者
は
二
日
以
來
嘔
吐
、
食
事
嫌
忌
、

高
度
の
衰
弱
、
便
通
滞
止
等
に
憤
み
、
且
右
鼠
瑛
部
に
一
の
疹
痛
性
腫
物
あ
る
を
知
れ
う
○
該
部
は
既
に
出
産
後

数
日
來
麓
豆
大
の
腫
張
を
呈
し
、
右
陰
唇
は
強
く
水
腫
様
に
腫
大
し
、
其
皮
下
に
鳩
卵
大
の
腫
物
を
鰯
知
せ
う
．

腫
物
の

上
極
は
狭
く
一
の
細
茎
に
依
て
外
鼠
瑛
輪
の
部
分
に
績
達
し
、
鼠
躍
管
に
於
て
の
還
納
は
全
く
不
能
に
し

て

打
診
音
は
濁
昔
を
呈
せ
う

虚
置
‖
黒
性
温
竜
法
、
灌
腸
、
の
後
新
鮮
な
る
糞
便
を
排
泄
せ
L
竜
諸
症
債
依
然
足
し
て
減
退
せ
す
、
乃
卵
巣
徽

爾
尼
亜

巴
診
断
せ
ら
る
o
歓
爾
尼
亜
裁
開
術
に
依
て
激
爾
尼
亜
嚢
に
於
け
る
総
て
の
右
側
副
器
は
顯
著
な
る
出
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ぴ
　
む
む
　
む
　
む
　
ロ
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

性
硬
塞
を
登
記
し
強
く
肥
大
せ
る
を
認
識
せ
う
。
茎
は
劇
夙
管
の
子
宮
部
及
廣
靱
帯
よ
う
形
成
し
細
長
に
し
て
鐵

む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む

回
其
軸
を
稔
縛
せ
O
o
種
々
の
部
に
て
茎
の
結
紮
の
上
副
器
摘
出
術
を
行
へ
う
其
後
歌
爾
尼
亜
嚢
の
化
膿
．
嚢
頸

郁
の
結
紮
、
波
膚
創
面
の
縫
合
、
狸
紅
熱
の
襲
症
に
よ
う
て
其
輕
快
を
妨
げ
り
。
於
是
乎
弍
窒
。
…
氏
は
先
天
性
卵

　
　
●
秒

鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
七



　
　

●
捗
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
八

集
融
爾
尼
亜
の
董
稔
韓
は
莫
全
く
稀
有
な
ら
ざ
る
之
と
を
遠
ぺ
特
に
馨
家
の
注
意
を
喚
起
せ
り
o

　
　
　
　
◎
生
後
五

日
を
経
し
嘘
女
の
直
腸
膀
胱
閉
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淳
謁
2
日
m
（
】
’
弍
8
】
5
】
°
・
○
｝
己
詳
↑
。
。
O
。
。
2
9
c
。
Q
。
◆
己
゜
c
。
⇔
°

目
。
。
§
言
氏
に
依
れ
ば
女
子
生
殖
器
の
此
種
の
異
常
は
從
來
吾
人
が
リ
’
7
ラ
ッ
ー
ル
k
於
て
唯
其
一
例
を
見
る
の

み
な
ク
宅
云
ふ
c

氏
が
實
験
に
係
る
患
見
は
稟
質
虚
弱
に
し
て
初
め
鎖
肛
ト
ぎ
ω
山
；
三
の
爲
め
結
腸
切
開
術
を
絶
さ
れ
し
が
三
日
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
腹
膜
炎
を
登
し
濡
焉
鬼
籍
に
入
れ
う
c
見
が
肛
門
の
全
き
欠
如
た
る
其
痕
跡
だ
竜
留
め
す
加
之
一
の
外
膣
ロ
す

む
　
　
　
　
り
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
む

ら
表
呈
せ
ざ
0
き

反
之
會
陰
縫
際
は
明
瞭
に
大
陰
唇
は
常
の
如
く
な
る
を
見
ム
κ
6
b
強
く
突
出
せ
る
六
仙
迷
長
の
象
鼻
拙
の
陰
』
核
は

顯
著

な
る
包
皮
を
有
ー
o
尿
道
は
只
僅
に
一
毛
を
通
し
得
ぺ
き
の
み
o
膣
は
重
復
性
に
し
て
南
膣
は
廣
く
墜
角
子

宮
に
達
せ
う
爾
子
宮
角
は
同
長
に
て
劇
肌
管
は
雨
側
共
に
一
，
五
仙
迷
余
何
れ
B
同
形
の
小
な
る
卵
巣
巴
連
結
せ

う
o
爾
角
の
中
隔
は
直
膓
の
後
部
よ
ウ
上
方
に
進
及
し
中
隔
は
穿
通
し
佳
艮
に
慶
育
せ
る
膀
胱
後
壁
の
時
…
険
。
巨
己

巨
。
口
§
（
法
に
於
て
小
纏
隙
に
依
う
開
ロ
せ
う
c
此
纏
隙
の
雨
側
に
債
左
右
の
膣
内
に
通
す
る
二
小
管
に
裂
ロ
あ

う
、
膀
胱
及
膣
の
内
に
は
胎
糞
を
存
し
爾
腎
臓
は
登
育
根
跡
に
止
ま
6
大
部
實
性
の
輸
尿
筈
巴
共
に
接
着
し
。
右



の

膣
に

沿
ふ
て
後
方
に
附
属
せ
う
，

此
實
例
た
る
軍
に
直
腸
の
膀
胱
巴
共
に
通
ず
る
の
み
に
し
て
ミ
ユ
ル
レ
ル
氏
條
の
曇
育
妨
凝
巴
し
て
顯
曇
せ
し
も

の

な
る
べ
し
然
れ
共
其
稀
有
な
る
に
依
て
襲
育
史
上
頗
る
重
要
な
る
こ
巴
を
表
明
せ
ん
云
々
し

　
　
　
　
◎

牛
陰
陽
の
…
二
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
邑
言
2
．
芸
】
］
°
≦
・
。
言
苔
言
一
津
」
°
。
⇔
・
。
°
Z
。
雲
」

伯
林
の
出
昌
仙
。
ヨ
き
＝
氏
は
宇
陰
陽
の
三
例
を
報
告
せ
’

第
一
例
‖
は
女
性
に
し
て
陰
核
の
曇
育
頗
る
過
大
な
る
を
虞
置
せ
ら
れ
た
0
。
秘
尿
生
殖
蟹
は
形
成
し
て
膣
及
尿

道
の

内
に
開
日
し
。
外
陰
部
は
宛
然
男
子
の
下
尿
道
破
裂
に
酷
似
せ
0
巴
云
ふ
○

第
二
例
1
1
は
一
男
子
に
し
て
下
尿
道
破
裂
を
有
し
且
其
過
度
の
登
育
に
依
9
て
外
観
上
確
に
前
例
に
伺
じ
巴
疑
想

せ

し
め
た
り
。
而
も
其
奇
怪
な
る
既
に
女
性
の
名
を
禰
へ
來
0
叉
女
子
と
し
て
養
育
サ
ら
れ
加
之
営
て
或
は
男
子

巴
華
燭
の
式
を
翠
げ
し
巴
云
へ
ざ
竜
眞
に
彼
の
男
子
巴
し
て
の
本
性
に
至
て
は
著
者
は
毫
末
も
疑
戚
を
其
間
に
容

れ
ざ

0
し
巴

第
三
例
i
は
己
に
］
）
。
言
合
。
】
二
5
江
心
弍
。
品
。
房
。
］
忌
津
Z
。
。
。
。
。
に
於
て
詳
蓮
せ
ら
れ
7
2
う
⊇
併
し
後
に
其
文
中
説
示

せ
ら
れ
t
卵
菓
の
如
き
込
の
は
一
の
睾
丸
な
う
し
事
を
顯
微
鏡
6
5
検
査
に
て
証
開
し
得
た
う
足
云
ふ
L
o

　
　

●
抄
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
＋
九



●
抄

録

五
＋

　
　
　
　
◎
生
後
十
五
日
の
小
見
ー
脊
髄
性
小
見
麻
痩
ー
治
癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
呂
g
呂
昌
§
。
二
ξ
告
‘
司
○
⇔
汀
ロ
む
・
合
「
庄
一
Q
。
O
S
2
。
°
ト
。
c
。
）

用

巳
戸
氏
の
實
燥
に
依
れ
ば
患
見
は
一
日
の
経
過
中
指
趾
の
不
全
廠
嬉
よ
り
進
ん
で
手
、
前
牌
、
上
聴
、
足
、
下
脚
筋
肉

の
硫
癖

に
波
及
し
其
間
特
に
熱
候
、
腐
症
爾
佗
一
般
の
障
碍
を
見
す
し
て
僅
に
四
週
の
1
9
に
劉
症
療
注
の
下
に
完

蚕

な
る
治
葱
を
得
た
9
0

著
者
の

意
見

に
從
へ
ば
此
瘍
合
に
於
て
廠
癖
現
象
の
全
く
外
傷
性
な
ら
ざ
る
こ
巴
は
幾
多
の
原
則
よ
6
讃
識
し
得

べ

し
乙
れ
に
同
じ
く
騰
性
庭
排
若
し
く
は
多
曇
性
肺
経
炎
K
あ
ら
ざ
る
乙
足
も
亦
容
易
く
理
曾
し
得
ぺ
く
乃
恐
く

急
性
脊
髄
前
角
炎
町
忌
・
・
ξ
。
］
」
書
き
［
。
ユ
・
：
。
ξ
に
蹄
由
せ
む
巴
思
惟
せ
ら
れ
た
⑬

此
例
の
通
例
の
経
過
巴
異
な
る
は
己
に
］
）
已
合
否
巳
δ
望
㌘
卑
一
ご
民
窒
邑
S
等
の
記
載
せ
る
所
に
よ
う
て
叉
實
に
明
な

う
巴
す
」
。

◎

小

見
に

於

け
る
急
性
阿
片
中
毒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ジ
ぎ
㊦
】
5
］
ピ
g
魯
目
Φ
烏
“
ミ
O
o
9
】
あ
○
胃
窪
戸
⊃
。
O
S
2
。
°
］
9

ピ
こ
ξ
乙
零
σ
・
〔
一
氏
が
治
灘
せ
し
一
例
は
實
に
生
後
六
週
を
経
し
幼
見
に
し
て
一
夕
見
赫
ピ
し
て
頻
り
に
號
泣
す
家
人



時
に

愛
憐
の
情
に
絶
へ
ず
直
に
取
て
愼
静
蝶
（
」
W
三
三
鴉
吉
ニ
プ
○
こ
の
一
爆
を
與
ふ
乙
は
近
憐
の
或
藥
舖
よ
り
買
ひ
得

た

る
も
の
に
て
初
め
茶
の
一
撮
を
一
茶
碗
の
熱
湯
に
て
漬
し
面
し
て
＝
一
分
聴
放
置
せ
φ

然

る
に
慮
外
（
i
°
）
見
は
須
皇
に
し
て
阿
片
中
毒
の
特
異
の
症
徴
を
登
顯
し
忽
ち
安
眠
快
夢
を
破
ら
れ
一
家
樗
然
と

し
て
色
を
失
ふ
。
乃
…
沐
浴
、
胃
腸
洗
除
、
亜
馬
魯
比
混
珪
射
等
を
施
し
五
日
を
経
て
漸
く
治
に
就
き
花
唇
笑
を
含
む

で

再
び
乳
房
を
探
る
を
得
た
う
。

著
者
は
由
是
「
ト
ロ
ビ
シ
」
の
佳
良
な
る
作
用
を
賞
賛
し
て
止
ま
ず
加
之
藥
舖
が
種
々
の
阿
井
剤
の
販
責
巴
醤
士
し

庭
方
に

非
す

し
て
此
種
の
使
用
の
嚴
禁
す
べ
き
こ
巴
を
注
意
し
更
に
小
見
に
向
つ
て
阿
片
の
危
瞼
な
る
之
足
に
就

て

生

母
若
く
は
哺
母
の
敷
訓
を
勘
奨
す
る
巴
之
ろ
あ
ク
た
ウ
c
」

　
　
抄
課
者
日
本
邦
に
て
は
彼
食
用
紅
巴
稽
し
て
現
に
諸
種
の
菓
子
類
に
使
用
す
る
も
の
甚
だ
多
し
曾
て
其
中
砒

　
　
石
叉

は
有
毒
品
の
含
在
を
詳
し
く
試
験
せ
し
人
あ
蚕
街
近
時
民
間
に
糟
く
巴
乙
ろ
の
難
多
の
葡
萄
酒
の
如
き

　
　
種
々
の
色
料
を
加
へ
て
粗
悪
の
原
品
を
偽
造
す
る
好
商
少
な
し
桧
せ
す
乙
れ
皆
所
謂
ロ
に
密
あ
0
腹
に
劔
あ

　
　
る
も
の
叉
豫
め
吾
人
の
注
意
す
べ
き
所
な
ら
む
か
o
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

上

五

項

　

武
生
抄
課

●
抄
　
録

五
十
一



●
漫
　
録

五
十
二

漫

◎
一
件
三
行
を
讃
み
て

　
　
　
　
　
（
不
可
思
議
1
1
未
可
思
議
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
　
　
濤
　
　
生

評
家
の
必
ず
有
す
べ
き
鋭
犀
精
緻
の
筆
刈
博
考
密

証
の
素
養

も
わ
れ
に
は
欠
乏
せ
カ
、
さ
れ
ざ
吾
人

・

は
今
常
に
進
歩
の
境
に
在
0
議
論
の
際
素
よ
・
幾

多
の

誤

謬

な
き
を
保
せ
宇
巴
雛
巴
も
唯
推
理
上
己

れ
の

確
信
す
る
所
に
擦
多
他
の
蝦
撞
を
指
摘
し
、

若

し
く
は
佳
庭
を
登
揮
す
是
に
於
て
批
許
の
能
事

畢

る
な
⑬
、
唯
一
片
の
信
仰
も
な
く
し
て
妄
言
す

る
な
き
を
要
巴
す
る
の
み
、
生
前
號
、
松
涙
氏
が
『

一
件
三

行
』
を
讃
み
敢
て
淺
随
を
省
み
す
弦
に
籾

　
　
か
愚
評
を
試
み
む
と
す
、
落
筆
勿
忙
、
字
句
を
錬

　
　
る
に
暇
あ
ら
ず
、
晦
澁
不
遜
の
所
亦
少
な
か
ら
ぎ

　
　
ら
ん
、
幸
ひ
に
推
讃
寛
假
せ
よ
。
』

殻
子
を
投
し
て
乙
れ
を
其
前
方
よ
㊧
望
み
、
そ
の
二
な

る
の
故
を
以
て
六
面
皆
こ
な
少
と
い
ぶ
非
也
、
こ
れ
を

其
後
方

よ
力
見
其
五
な
る
の
故
を
以
て
六
面
皆
五
な
ク

巴
い
ふ
も
亦
非
也
、
乙
れ
を
左
方
よ
ヵ
見
て
以
て
一
巴

爲

し
、
右
方
よ
0
見
て
以
て
六
と
爲
し
、
上
よ
ウ
見
、

下

よ
0
望
み
て
以
て
或
は
三
ピ
爲
し
或
は
四
と
爲
す
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
も
　
へ
　
う
　
　
カ
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

非
也
。
是
れ
其
故
何
ぞ
や
一
方
よ
6
望
み
て
以
て
其
虞

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
へ
　
　
つ
　
　
へ
　
　
ち

相

を
進
て
参
と
爲
せ
ば
也
o

凡
物
の
眞
相
を
列
す
、
之
・
ピ
前
後
よ
ウ
望
み
、
左
右
よ



ハ
親
、
上
下
よ
ゐ
察
せ
ぎ
る
可
加
ら
ず
、
世
人
皆
乙
れ

を
知
る
、
而
も
多
く
は
其
一
班
を
捕
へ
て
其
全
狛
を
許

し
倍
然
ど
し
て
班
つ
る
所
な
き
也

ヘ
　
ト
　
ト
　
へ
　
　
で
　
ヤ
　
へ
　
て
　
ヘ
　
シ
　
ヘ
　
シ
　
　
ぼ
　
ト
　
ヘ
　
ト
　
　
へ
　
ヘ
ヘ
　
シ
　
　
へ

殊

に
人
の
言
論
を
評
す
登
菅
に
之
を
前
後
よ
う
見
、
左

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ひ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
へ
　
　
も
　
　
シ

右
よ
C
望
み
、
上
下
よ
り
察
亨
る
の
み
に
て
可
な
ら
む

ヘ
　
　
シ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
　
シ

や
、
進
む
で
は
之
を
内
に
質
し
之
を
外
に
餓
せ
ざ
る
可

へ
　
　
め
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ス
　
　
ト

か
ら
す
、
之
を
遙
に
見
、
之
を
遠
き
に
察
せ
ざ
る
可
か

シ

　
　
ゐ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
タ
　
ラ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
シ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め

ら
ず
、
之
を
今
日
に
推
し
之
を
飽
日
に
較
せ
ざ
る
可
か

ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ト

ら
ず
。
然
れ
、
巴
苗
拉
に
一
個
難
事
の
あ
る
あ
う
、
難
事

ヘ

　
ヘ

　
へ

　
も

　
　
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
し
　
　
　
　

ピ
は
何
ぞ
や
、
評
者
見
識
の
如
何
是
な
ウ
○

夫
れ
青
色
の
眼
臨
鱗
を
掛
け
て
弗
禺
有
を
望
み
特
禺
物
を
以
て

青
色

巴
駕
す
非
也
、
紫
、
緑
、
黄
、
赤
、
の
眼
鏡
に
於
け
る

　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
へ

苗
亦
然
少
、
今
見
識
は
人
の
眼
鏡
也
、
若
し
見
識
に
高

下

の

匿
別
ゐ
ら
ば
其
眼
鏡
に
青
、
紫
、
緑
、
黄
、
赤
色
の
別

な
き
を
得
む
や
、
こ
の
眼
鏡
を
掛
け
て
萬
有
を
望
む
一

　
　
●

漫
　
録

人

は
以
て
青
巴
爲
し
一
人
は
以
て
紫
巴
爲
す
、
或
は
緑

ピ
爲
し
黄
ε
爲
し
赤
ε
爲
す
、
其
同
色
に
見
ゆ
る
も
の

は
以
て
相
雷
同
し
そ
の
異
色
に
見
ゆ
る
も
の
は
互
に
相

誹
詩
す
、
紛
々
擾
々
定
貢
る
所
を
知
ら
ず
、
而
も
其
事

物
の

翼
相

に
至
て
は
徹
頭
徹
尾
毫
末
の
憂
な
き
也
o
此

く
の
如
く
そ
れ
然
多
、
然
る
を
ム
・
人
吉
に
よ
多
て
或
は

善
巴
爲
し
或
は
悪
ご
爲
し
以
て
喜
憂
を
為
す
も
の
あ
ら

ば
誰

か
其
愚

を
笑
は
ざ
ら
む
や
○

嚢
に
黙
玄
道
人
、
特
意
の
快
筆
を
揮
ふ
て
誌
上
『
漫
漫

録
』
Y
載
す
、
内
に
左
の
句
あ
0

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ち
　
ヘ
　
ト
　
ヘ
　
ト
　
　
も
　
め
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
不
可

思
議

　
　
宇
宙
6
巴
不
可
思
議
な
し
、
不
可

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
シ
　
ヘ
　
　
ト
　
へ
　
　
も
　
　
ゐ
　
や
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
　
思
議

あ
る
容
ら
事
、
若
し
あ
〉
ピ
す
る
も
の
は
書

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
へ
　
め
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ト
　
む

　
　
き
る
な
0
、
吾
與
る
さ
す
、
不
可
思
議
は
そ
れ
沫

　
　
　
　
　
　
つ
シ
　
も
　
シ
　
む
　
ヘ
　
モ
　
　
　
ヘ
　
ト
　
も
　
ト
　
　
へ
　
ヘ
ヘ
　
ト
　
ヤ

　
　

珂
思
議
な
る
べ
き
の
み
、
宇
宙
遂
に
不
可
思
議
あ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ト
　
ソ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
　

る
同
か
ら
ざ
る
也
己
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
三



　
　

○
漫
　
録

ア

、

作

家
見
識
の
高
き
ゃ
優
に
富
士
が
峰
を
も
凌
く
可

し
、
思
へ
ら
く
絶
代
の
奇
筆
、
蹟
野
の
卓
見
、
宇
ゲ
警

笹
の
大
聲
、
句
々
斬
弊
の
利
刀
、
眞
に
腐
殿
世
界
の
照

魔
鏡
、
獺
睡
職
書
の
大
警
鐘
た
る
可
し
、
芝
然
る
に
何

ぞ
圓

ら
ん
前
號
松
涙
氏
出
で
主
『
一
件
三
行
』
を
寄
す
若

頭
先
づ

記

し
て
日
ひ
け
ら
く
o

　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
シ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ソ
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ゐ
　
ト
　
　
ミ

　
　
世

葺

に
　
　
不
可
思
議
の
事
な
し
ε
せ
ん
や
、
既

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
む
し
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
　
む
　
む

　
　

に
不
珂
思
褒
の
字
あ
も
、
佛
に
南
無
不
可
思
議
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
シ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ロ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
つ
　
　
シ
　
　

　
　
如
來
あ
’
、
不
珂
思
議
の
事
な
か
る
ぺ
か
ら
ず
儒

　
　
ぶ
シ
　
　
　
　
　
　
へ
り
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
者
亦
曰
く
大
極
は
無
極
椎
○
と

其
日

ふ

ピ
之
ろ
彼
我
全
く
相
反
せ
ウ
等
し
く
是
れ
宇
宙

を
観
し
而
も
其
言
の
顯
晦
黒
白
相
違
せ
る
乙
ピ
斯
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
の
　
ハ
　
　
む
　
　
り
　
む

如
し
。
蓋
し
二
氏
見
識
、
の
異
な
る
苗
の
あ
れ
ぱ
也
o
極

言
す
れ
ば
前
者
は
是
れ
超
越
的
i
ー
進
歩
的
ー
ー
積
極

酌
に

し
て
、
後
者
は
保
守
的
ー
ー
摺
極
的
ー
ー
若
し
く

五
十
四

は
學
者
の
所
謂
O
・
讐
5
的
o
也

生

初
め
て
松
浪
氏
の
斯
の
言
に
接
し
、
讃
諦
一
過
先
づ

其
用
字
り
奇
警
な
る
と
、
其
引
謹
（
？
）
の
精
紗
な
る
に

驚
け
り
』
o
然
れ
ピ
も
氏
が
論
す
る
所
を
詳
細
に
演
繹
せ

よ
、
氏
は
冒
頭
先
づ
不
可
思
議
な
か
る
可
か
ら
す
巴
断
…

言

し
、
而
め
其
根
援
C
せ
る
所
は
或
は
佛
に
或
は
借
に

或
は
書
に
偏
執
し
、
唯
匿
々
た
る
字
句
言
．
話
に
拘
梶
し

屈
伏
し
直
に
以
て
自
己
の
論
鋒
立
壼
と
為
し
強
て
其
主

旨
を
貫
徹
せ
ん
と
せ
し
に
過
ぎ
さ
る
也
∪

敢
て

問
ふ
古
來
佛
書
の
記
す
る
と
乙
ろ
若
し
く
は
温
々

た

る
一
借
侶
の
三
ロ
ふ
所
一
も
二
も
な
く
皆
是
れ
眞
理
に

適
合
す
ぼ
爲
す
麺
、
－
…
…
…
吾
人
の
氏
が
説
を
以
て
O
。

政
・
§
ど
呼
ぶ
も
亦
此
点
に
あ
o
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
思
ふ
に
事
の
善
悪
は
道
に
在
う
人
に
在
ら
さ
る
な
う

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
し
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

、
理
に
在
う
書
に
在
ち
ざ
る
也



彼
の

賢
人
君
子
は
學
よ
く
理
を
知
う
、
行
よ
く
違
を
戴

す
、
今
之
の
人
を
以
て
事
を
論
す
或
は
道
理
を
以
て
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
シ
　
へ
　
ひ

を
測
る
に
異
な
る
庄
ピ
無
き
を
得
ん
、
然
れ
ざ
竜
賢
人

マ

　
ヘ

　
ヘ

　
ゼ

　
ヘ

　
ヘ

　
ヘ

　
ヘ

　
ヘ

　
ヘ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ト

君

子
は
途
に
人
に
し
て
蓮
に
在
ら
ざ
る
な
夕
、
徒
ら
に

そ
の
人
た
る
賢
人
君
子
を
以
て
事
を
測
多
そ
の
本
体
た

る
道
を
忘
る
3
之
ピ
あ
ら
ば
其
非
な
る
圃
よ
蚕
言
ふ
を

待
力

ず
、
聖
人
は
生
而
知
乎
、
否
余
は
之
を
信
せ
ざ
る

な
ら
鐸
迦
は
聖
か
孔
子
は
聖
か
「
キ
ジ
ス
ト
」
は
塞
か
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
は
聖
か
蓋
し
聖
人
ピ
は
哀
営
聴
に

ヘ

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヨ
　
シ
　
う
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
マ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
コ

於
て
最
も
群
を
扱
き
衆
に
越
ゑ
た
る
も
の
な
4
爾
し
て

】
宗
一
敷
の
聖
は
其
庭
域
内
に
於
て
聖
な
ウ
何
れ
の
貼

に

か
聖
賢
興
ら
ぎ
る
、
何
れ
の
道
に
か
聖
賢
な
か
ら
む
、

ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
て
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

然
も
前
聖
は
猶
後
聖
の
如
き
か
是
れ
最
も
注
目
す
べ
き

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

問
題
な
o
ピ
す
。

氏
亦
末
段
に
三
口
は
宇
や

　
　
●
漫

録

　
　
右
聖
云
　
　
北
は
方
圓
の
器
に
從
ひ
人
は
善
悪
の

　
　

友
に
握
る
、
友
鐸
は
ざ
は
可
か
ら
ず
○
叉
曰
く
友

　
　
鐸
は
ぎ
る
も
可
、
己
の
思
想
堅
固
な
ら
ば
足
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ピ
其
云
ふ
所
　
彼
我
全
く
反
せ
多
o
億
に
　
　
古
聖

　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
ひ
　
ヘ
　
　
へ
　
ち
　
シ
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ダ
　
　
ヘ
　
へ

　
　
の
三
口
ぜ
雛
ビ
も
、
余
輩
初
學
の
徒
を
迷
は
し
む
る

　
　
へ
　
ら
　
　
へ
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
シ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
ツ
　
へ

　
　

乙
定
多
し
e
孔
子
曰
く
悉
く
害
を
信
す
る
は
誓
な

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
シ
　
　
へ

　
　
き
に
如
か
す
ピ
○
（
輸
濤
云
余
淺
學
不
敏
、
牲
て
此

　
　
格
盲

の

子
輿
の
言
な
る
を
聞
け
う
孔
子
も
亦
果
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
批
言
を
な
せ
し
や
否
敢
て
閥
ふ
、
）
滋
に
於
て
乎

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ト
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
知

る
自
己
の
剣
勘
力
の
緊
切
る
る
を
○
巴

善
ひ

哉
言
や
、
善
ひ
哉
三
口
や
、
即
氏
は
絃
に
先
づ
古
聖

の

三
口
と
難
ざ
も
糖
右
確
に
吾
人
を
迷
は
し
む
る
も
の
あ

る
を
言
朋
し
更
に
一
歩
を
進
む
で
自
巳
の
4
6
断
刀
の
緊

切

な
る
を
公
言
せ
し
に
非
す
や
。
然
る
に
氏
は
前
段
に

於
て

奇
怪
に

竜
不
涯
に
も
匿
々
た
る
佛
語
、
僑
談
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
＋
五



　
　
●

漫
　
録

踏
台
と
し
て
頻
ウ
に
自
己
の
論
鋒
を
逞
ふ
せ
為
・
、
吾
人

に

其
意
を
解
す
る
に
苦
し
む
、
ア
・
竈
く
書
を
信
す
る

は
則
ち
書
な
き
に
如
か
ざ
る
也
、
假
令
萬
巻
の
轡
幾
億

の
字
句

を
羅
列
す
る
も
朗
た
る
一
道
の
眞
理
の
光
明
に

封

し
て
は
毫
厘
の
債
値
無
き
也
、
吾
人
の
眞
理
は
首
尾

一
貫
千
古
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
也
c

次
‥
氏
氏
は
爪
何
日
へ
多
，
．

　
　
夫
然
垂
　
　
不
可
思
議
の
事
を
以
て
全
く
地
を
掃

　
　

は
し
め
ん
ピ
す
る
の
希
望
は
菅
に
一
人
の
抱
負
に

　
　
あ
ら
す
吾
れ
然
0
井
上
圓
了
然
φ
、
哲
學
者
然
ク
．
○

　
　
　
　
こ
　
こ
　
　
む
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
然
れ
．
巴
も
能
は
さ
る
べ
し
○

ピ
何
ぞ
其
盲
の
肚
大
な
る
、
吾
人
亦
氏
が
此
句
の
光
焔

萬
丈
雄
偉
奔
放
な
る
を
賛
賞
し
て
止
ま
す
。
只
夫
れ
結

　
　
　
　
　
　
　
ご
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

句
一
縛
し
て
軍
に
『
然
れ
．
区
も
能
は
ざ
る
べ
し
』
こ
云
ふ

に

至
イ
、
は
脚
豆
怪
議
の
情
に
堪
か
べ
け
ん
や
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
六

氏
上
段
既
に

不
可
思
議
の
事
を
以
て
全
く
地
を
掃
は
し

む

る
の
緊
要
適
切
な
る
を
麗
知
せ
る
に
も
係
ら
す
絃
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
等
の
論
讃
意
見

も
加
へ
宇
し
て
軍
に
『
能
は
ぎ
る
ぺ

　し
』
と
妄
言
す
、
所
謂
龍
頭
を
蛇
尾
に
終
へ
し
も
の
な

ら
す
や
c
若
し
夫
れ
強
で
『
然
れ
．
巴
も
能
は
ざ
る
べ
し
』

の

論
握
捜

索
し
來
れ
ば
前
の
所
謂
、
佛
に
借
に
、
文
字

に
云
々
の
源
由
に
外
な
ら
ぎ
る
也
O
斯
く
の
始
く
に
L

て
氏
は
果
し
マ
・
此
重
大
な
る
論
題
に
勤
す
る
説
明
を
書

し
得
た
0
宅
な
す
か
c
ア
、
氏
の
如
き
は
旬
奮
套
を
墨

守

し
て
一
小
天
地
に
躍
靖
す
る
も
の
に
非
さ
る
か
、
廣

く
各
方
面
に
渉
壷
て
縦
横
に
論
議
批
評
す
る
を
得
べ
き

に

敢

て
之
を
試
み
ず
、
徒
ら
に
勃
率
の
理
窟
を
並
ぶ
る

を
知
て
活
動
せ
る
杜
曾
の
現
象
を
省
み
さ
る
の
類
に
非

ら
さ
る
か
…
…
…
…
曲
筆
を
弄
し
て
世
を
誕
ム
其
人
を

悪
む

に
非
宇
其
の
言
を
各
む
る
の
み
。
氏
請
ふ
去
6
’
て



進
化
論
の

一
班
を
讃
め
必
す
や
悟
了
す
る
ヒ
乙
ろ
あ
ら

む
o

鳴
呼
余
輩
は
以
上
氏
の
徒
ら
に
人
（
古
聖
と
難
．
巴
苗
）
の

言
ふ

と
乙
ろ
記
す
る
と
之
ろ
を
以
て
唯
】
の
論
謹
×
爲

せ

る
に
劉
t
て
其
必
す
し
B
常
に
然
ら
ざ
る
所
以
を
論

難

し
だ
う
き
、
乙
れ
よ
り
更
に
余
が
鄙
見
を
陳
e
進
む

で

証
會
進
化
の
原
理

を
辮
明
し
氏
と
余
と
根
底
に
於
て

如
何

な
る
異
見
を
有
す
る
か
を
明
に
せ
む
と
す
o

余
の

考
ふ
る
巴
乙
ろ
を
以
て
す
れ
ば
証
曾
は
日
に
月
に

進
歩
し
だ
る
も
の
〕
如
且
、
然
り
砒
會
は
何
れ
の
方
面

よ
う
考
ふ
る
竜
進
歩
し
た
る
も
の
≧
如
し
、
然
⑬
耐
曾

ぱ
既
往
の
歴
史
に
徴
し
て
昭
々
乎
℃
し
て
其
進
歩
し
た

る
事
實
を
知
る
べ
き
な
カ
、
否
、
硫
會
は
進
歩
し
つ
〕

あ
る
も
の
な
カ
、
否
硅
曾
は
進
歩
す
べ
き
B
の
な
・
9
、

否
融
曾
は
進
歩
せ
さ
る
べ
か
ら
ざ
る
禎
の
な
少
、
祉
會

　
　
●

漫

録

の

登
達
進
歩
は
宇
宙
の
大
原
則
な
カ
、
自
然
の
企
圖
す

る
ヒ
乙
う
に
L
て
咲
し
て
止
む
能
は
ざ
る
も
の
也
o

歴
史
以

前
幾
百
年
を
輕
た
参
竃
す
る
も
其
間
絶
へ
す
進

歩
し
た
る
や
知
る
べ
き
な
少
、
則
ち
其
書
契
の
以
て
徴

す
る
に
由
な
く
、
四
労
漠
然
た
る
聴
代
は
則
ち
正
實
な

る
記
録
を
生
1
て
一
目
瞭
然
た
る
時
代
の
基
礎
階
梯
を

爲
せ

し
や
疑
を
容
れ
さ
る
な
多
、
凡
そ
事
物
の
完
全
な

る
は
其
源
不
完
全
石
る
も
の
よ
力
來
る
な
多
、
而
し
て

一
説
の

起

ウ
一
學
の
生
す
る
皆
百
來
無
数
経
験
の
結
果

に
由
る
、
「
ニ
ユ
ー
ト
ン
」
が
地
球
の
引
力
を
登
見
し
、
「

ロ

バ

ー
ト
、
フ
ル
ト
ン
」
が
蒸
漁
船
を
登
明
し
、
「
ワ
ッ

ト
」
が
蒸
編
機
關
を
登
明
↑
た
る
が
如
き
固
よ
多
其
人

の
苦
辛
惨
澹
の
結
果
お
外
な
ら
す
ピ
錐
ピ
竜
前
代
よ
少

…幾
代

の
鯉
瞼
を
積
み
來
0
て
漸
く
此
等
逸
才
の
人
に
樽

ク
て
初
め
て
顯
然
世
に
公
に
せ
ら
る
ー
に
至
ら
し
な
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
七



　
　
●
漫

鎌

掲
乙
の
「
カ
シ
ト
」
は
目
≧
〈
（
言
『
。
巨
⑦
悼
二
ば
巨
巴
津
を
著

し
て
心
理
學
上
の
問
題
を
説
明
し
米
國
の
「
フ
ラ
ソ
ク

リ
ソ
」
は
雷
と
電
氣
の
同
一
な
る
こ
巴
を
鐙
明
し
て
今

の
避
雷
針
を
創
め
、
伊
太
利
の
物
理
學
者
「
ガ
ル
ガ
ァ

ニ
ー
」
は
Φ
巴
く
き
ぎ
ピ
と
い
ふ
一
種
の
電
氣
を
登
見
し
、

化
學
に
は
佛
に
「
ラ
ジ
フ
オ
ァ
シ
ー
ル
」
出
で
斯
學
を
進

歩
せ
し
め
、
杣
物
學
に
は
瑞
典
に
「
リ
ソ
ナ
」
出
で
1
初

め
て
分
類
學
を
創
む
此
く
の
如
く
第
十
八
世
紀
に

於
て

駁
々

乎

ピ
し
て
人
智
登
達
し
、
枇
會
進
歩
し
、
以

て
今
日
の
隆
盛
に
達
せ
6
ノ
。

む

　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
む
　
む
　
む
　
む

こ
れ
等
は
皆
過
去
幾
百
千
年
以
前
に
於
て
不
可
思
議
（

う
　
む
　
つ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
む
　
　
　
む
　
む
　
り
　
り

否
未
同

思
議
薗
）
ピ
し
て
看
過
せ
ら
れ
し
乙
と
の
遂
に

む

　
む
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
む
む
　
む
　
む
　
　
り
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　

可
思
議
に
蹄
達
せ
し
斯
以
の
竜
の
に
非
す
や
。

然
る
に
氏
ば
曰
く

　
　
我
却
て
　
　
未
可
C
議
の
言
却
て
聞
、
狗
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
八

　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ト
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ト
　
シ
　
ヘ
　
へ
　
　
　

　
　
寧
ろ
之
の
言
を
以
て
不
可
思
議
の
乙
ピ
ζ
せ
ん
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
の
　
　
い
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
可
思
議
の
言
可
思
議
に
蹄
す
る
乙
と
あ
る
か
、
否

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
永

く
不
可
思
議
か
。
ピ

臆
呼
何
ぞ
夫
れ
冠
履
顛
倒
、
臆
測
謬
見
の
甚
だ
し
き
、

井
底
の

蛙
は
大
海
あ
る
を
知
ら
声
、
燕
雀
の
徒
は
鵠
鴻

の
志

を
知
ら
声
、
吾
人
は
檬
ウ
は
其
定
見
な
る
某
論
の

嘩
語
に
似
た
る
を
見
た
こ
一
笑
に
附
し
去
ら
む
耳
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

殊
に

「
未

可
恩
議
の
言
、
可
思
議
に
蹄
す
る
之
ピ
あ
る

　
　
　
　
　

　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　

か
、
否
永
く
不
可
思
議
か
」
と
云
に
至
つ
て
は
蛤
も
痴

人
の
夢
を
説
き
倦
一
夫
の
劇
を
評
す
る
が
如
く
、
荒
唐
無

稽
殆
ん
ど
其
意
を
得
さ
る
な
カ
○

徒
ら
に
辮
難
妄
言
す
る
を
止
め
よ
、
卵
の
鳴
ち
富
る
ピ

責
む

る
は
抑
々
愚
の
み
、
日
進
み
月
來
れ
は
、
物
皆
開

化
の

機
に

達
す
ぺ
し
o

枇
會
の
進
歩
を
促
す
百
般
の
學
術
工
違
等
亦
皆
初
よ
カ



完
全
な
る
も
の
に
非
ざ
る
也
、
甲
者
一
術
を
創
め
、
乙

者
之
を
次
き
之
を
進
め
、
丙
者
之
を
鷹
用
鑛
張
す
る
如

く
、
少
な
く
℃
敦
代
の
手
を
経
ざ
れ
ば
完
全
な
る
域
に

蓮
す
る
乙
ピ
能
は
ざ
る
也
、
而
し
て
聲
學
、
衛
生
、
政
治

、
冠
會
、
経
濟
、
等
皆
叉
然
ら
さ
る
は
な
し

曾
て
聞
く
宗
款
は
信
を
以
て
立
ち
、
學
術
は
疑
を
以
て

立
つ

℃
（
宗
教
上
に
就
て
は
予
街
柳
か
持
論
あ
う
弦
に

は
乙
れ
を
蓉
す
）

只
ナ
イ
エ
シ
ス
よ
6
’
是
を
云
へ
ば
ッ
ワ
イ
フ
エ
ル
あ
う

～
初
め
て
進
歩
を
見
る
べ
き
の
み
、
東
人
は
凡
て
不
可

思
議
を
以
て
ア
プ
ソ
ル
ー
・
の
竜
の
と
な
し
一
意
『
信
』

を
貴
し
ピ
な
す
、
然
る
に
彼
れ
西
人
は
『
疑
』
を
以
て
美

と
し
、
疑
は
即
智
識
の
母
と
稗
す
、
是
れ
東
洋
の
後
る

ζ
所
以
、
而
し
て
西
洋
の
進
む
所
以
尖
。

且
夫
れ
、
不
可
思
議
ヒ
云
ふ
、
乙
れ
弦
に
止
ま
れ
る
な

　
　
●

漫
録

δ
’
、
限
れ
る
な
り
『
未
』
に
至
う
て
は
則
ち
『
未
』
な
ウ
巴

難
ど

も
猶
一
点
の
光
明
伏
在
す
、
換
言
す
れ
ば
『
未
』
の

存
す
る
間
は
こ
れ
學
者
の
達
せ
ざ
る
所
に
し
て
宇
宙
の

秘
密
を
知
悉
し
得
ざ
る
時
な
φ

反
之
『
不
』
は
則
ち
『
不
』
と
し
て
許
す
な
少
、
信
す
る
な

0
、
吾
人
は
恐
る
未
可
思
議
を
B
不
可
思
議
と
し
て
終

ら
ん
乙
と
を
、
古
來
學
者
の
以
て
］
）
。
険
日
騨
と
な
し
排
訴

論
難
す
る
も
の
固
よ
夕
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
な
多
。
鳴
呼

｝
グ
マ
あ
ら
ば
學
術
の
進
歩
は
得
て
望
む
べ
か
ち
ず
、

筍
竜
今
日
日
新
的
學
術
界
に
立
つ
も
の
登
徒
ら
に
不
可

思
議
云
々
を
ロ
に
す
べ
け
む
や
。

吾
人
は
最
後
に
生
物
學
上
よ
多
論
及
し
て
更
に
其
圭
旨

を
到
明
に
し
一
先
づ
鍾
に
本
論
を
終
へ
む
と
す
。

夫
れ
自
己
が
種
属
を
纏
績
せ
し
め
子
々
孫
々
形
質
を
遺

億
せ
し
む
る
所
以
は
段
々
高
領
な
る
地
位
に
逡
ま
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
九



　
　

●
漫
鎌

ん

ヒ
す
る
B
の
な
ク
、
故
に
皆
出
藍
の
逸
物
を
得
ん
乙

ピ
は
自
然
の
望
む
と
庄
う
な
少
、
然
り
而
し
て
其
讃
跡

は
原
人
時
代
よ
夕
今
日
に
進
み
た
る
大
勢
に
於
て
歴
然

ピ
し
て
火
を
見
る
が
如
し
、
親
は
子
に
其
硫
曾
に
於
て

得
だ
る
智
識
を
鱒
へ
、
子
は
叉
幾
分
か
之
を
増
大
し
て

孫
に

傳
へ
歩
一
歩
進
化
し
て
高
旬
な
る
人
問
を
生
じ
途

に
萬
有
の
眞
理
を
悉
く
麗
力
得
る
に
至
ら
し
む
萬
有
の

理
を
麗
知
し
終
れ
ば
初
め
て
完
全
な
る
大
聖
人
ピ
な
れ

る
愁
の
な
6
’
、
此
大
聖
人
と
な
る
固
よ
力
容
易
の
業
に

あ
ら
宇
然
れ
ピ
も
此
目
的
を
以
て
漸
叉
漸
に
進
み
つ
ζ

あ
る
乙
ピ
は
己
は
陳
ぶ
る
が
如
し
當
賠
最
勢
力
あ
る
生

物
學
者
「
ワ
イ
ズ
マ
シ
」
氏
の
○
。
忌
。
巳
葺
客
皇
。
。
・
昏
言
］
）
一
辞

・・

己
騨
の
如
き
ば
人
間
が
初
め
極
め
て
下
等
な
る
動
物
よ

ヵ
進
化
し
來
る
間
に
生
殖
部
は
不
死
に
し
て
無
窮
よ
簿

へ
段
々
高
術
な
る
子
孫
を
生
す
る
之
芭
を
説
明
せ
し
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十

の

と
す
即
斯
く
の
如
く
其
得
た
る
智
識
を
漸
次
其
子
孫

に
偉
へ
て
益
々
高
街
な
る
人
間
を
造
ウ
倍
々
宇
宙
の
眞

理
を
探
究
し
逡
に
悉
く
宇
宙
の
眞
理
を
寛
ら
し
む
る
の

必
要
あ
れ
ば
砧
。

於
是
乎
吾
人
は
宇
寅
逐
に
不
可
思
議
あ
る
可
か
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
ぬ

を
信
ヒ
て
疑
は
さ
る
也
。
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
．
…
一
吾
人

へ
　
て

　
ヘ

　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
シ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ト
　
ツ
　
ぶ
　
　
つ
　
ち
　
ヘ
　
シ

は
再
呼
す
…
…
…
宇
宙
も
巴
不
可
思
誌
な
し
不
可
思
議

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
シ
　
ヘ
　
シ
　
　
ヘ
　
シ
　
シ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ト
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

あ
る
容
ら
宇
若
し
あ
タ
ピ
す
る
吊
の
は
書
き
る
な
夕
、

ヘ

　
ヘ

　
　
ヘ
　
ト
　
も
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
て
　
も
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
　
　
へ
　
ち
　
ゐ
　
　
　
　
シ

吾
奥

る
さ
寅
、
不
可
思
議
は
、
そ
れ
未
可
思
議
な
る
ベ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
シ
　
　
ト
　
　
シ
　
　
ヤ
　
　
つ
　
　
へ
　
　
も
　
　
シ
　
　
シ

き
の
み
、
宇
宙
逐
に
不
可
思
議
あ
る
可
か
ら
さ
る
也
…
・

頃
者
一
夕
黙
玄
道
人
を
訪
ひ
、
談
偶
々
此
事
に
及
ぶ
、

聴

に
道
人
微
笑
一
番
筆
を
執
力
て
傍
ら
の
紙
片
に
書
を

墨
痕
淋

滴
、
實
に
左
の
句
あ
う

　
　
ア

、
㌔
松
｝
曝
談
す
る
に
足
ら
す



　
　
　
　
り
　
り
　
　
　
り
　
む
　
む
　
リ
　
ロ
　
リ
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　

イ
ナ
未
だ
談
す
る
に
足
ら
さ
る
也

短
に
し
て
鋭
簡
に
し
て
完
、
一
頓
極
抄
、
一
句
喝
破
、
所

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

謂
、
寸
鏡
殺
人
者
、
敢
て
添
記
し
て
以
て
氏
に
呈
す
、

不

知
、
秘
渡
氏
た
る
も
の
、
乙
れ
K
樹
し
果
し
て
、
如

何
の
域
か
あ
る
。

余
不
宵
萬
劣
を
省
み
声
、
氏
が
「
一
件
三
行
」
を
讃
み
、

唯
大
体
の
論
旨
に
於
て
首
肯
し
得
ぎ
る
も
の
に
封
し
、

所
思
を
蓮
ぶ
る
之
ピ
斯
く
の
如
し
。
言
或
は
冗
漫
に
流

れ
、
無
禮
に
馳
せ
往
々
氏
の
奪
嚴
を
傷
0
力
石
も
の
孟

し
多
か
ら
む
。
丈
學
作
物
の
上
よ
0
延
て
其
人
の
身
上

を
攻
撃
す
る
は
決
し
て
批
評
の
正
當
な
る
B
の
に
あ
ら

宇
、
吾
固
よ
・
9
之
を
知
る
、
知
て
之
を
敢
て
す
る
も
の

は
他
な
し
、
氏
に
一
種
の
才
能
置
意
氣
と
あ
る
を
認
め

だ
れ
ば

な
カ
、
唯
惜
ひ
か
な
氏
に
識
高
か
ら
宇
、
胸
中

或
は
俗
氣
の
幡
れ
る
を
見
る
、
此
俗
氣
、
此
見
識
、
乙

　
　
●
漫
　
鎌

れ
氏
の
作
を
し
て
却
て
無
味
に
陥
ら
L
む
る
所
以
、
余

が
氏

に
忠
言
す
る
所
以
亦
此
に
在
力
、
氏
願
く
は
凡
を

離
れ
、
俗
絃
醗
し
て
自
か
ら
標
置
そ
る
所
あ
れ
。
余
は

氏
の
精
働
ユ
戚
す
る
の
饒
力
此
の
不
諌
の
言
を
述
べ
て

座
右
江

呈
す
。
氏
果
し
て
吾
が
言
を
容
る
ミ
の
量
あ
カ

や
否
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
惇
謹
言

　
　
白
一
■
髄
■
掘
壊
　
　
エ
ハ
月
五
日
夜
惰
…
稿

1
1
1
1
■
■
邑
■
■
■
■
■
1
▼
●
▲
■
■
■
■
8
■
l
I
ー
ー

雑

啄

中
西
政
太
郎

　
　
○

雲
中
聞
鷲

梅
之
は
や
綻
ひ
の
ら
、
し
自
雲
の

　
　
　
か
〕
れ
る
枝
に
鷺
の
鳴
く

　
　
○

花
　
　
筏

散
ヵ
ぬ
ピ
も
い
ピ
、
め
て
禽
し
三
吉
野
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
一



●
漫

録

　
　
　
川
に
流
る
ξ
花
筏
か
な

　
　
○

待

郭

公

初

聲
の
き
か
ま
は
し
さ
に
時
鳥

　
　
　
幾
よ
有
明
の
月
を
見
し
哉

　
　
○

全

奥
山
に
ふ
み
分
け
入
少
て
郭
公

　
　
　
聞
か
ま
ほ
し
さ
氏
今
日
袷
く
ら
し
つ

　
　
○
郭
　
　
公

都
へ
は
い
か
▲
噸
仏
る
～
り
ん
郭
一
公

　
　
　
わ

か
山
里
は
今
そ
な
く
な
Φ

　
　
○

栴
　
　
雨

月
影
竜
思
ひ
だ
ね
た
る
昨
日
今
日

　
　
　

こ
む
友
も
か
な
五
月
雨
の
乙
ろ

　
　

O
泉
邊
、
些
忍

む
す
は
む
ε
立
ち
よ
ウ
す
れ
は
い
は
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
二

　
　
　
面
を
梯
ふ
す
▲
風
そ
吹
く

　
　
○

避
　
　
暑

家
つ
ピ
に
な
さ
ま
は
し
く
も
思
ふ
か
な

　
　
　
た
も
と
に
み
て
る
磯
の
す
ζ
風

　
　
○

硯

波
風
も
た
〕
ぬ
硯
の
海
な
れ
ヒ

　
　
　
の

そ
め
は
さ
わ
く
乙
ζ
ち
乙
そ
す
れ

　
○

上
野
公
園
な
る
南
洲
翁
の
像
を
見
て

　
　
其
の

か
み
の
翁
が
心
を
を
し
は
か
う

　
　
て
よ
め
る

心

に
も
あ
ら
ぬ
輩
を
い
か
に
せ
む

　
　
　
い

て
蹄
ら
な
む
か
乙
島
の
里

　
　
　
縫



●
間
部
豊
氏
　
東
京
赤
十
字
硅
病
院
に
あ
曇
し
同
氏
は

今
般
同
所
を
鮮
し
郷
里
κ
於
て
開
業
せ
ら
る

●

森
田
齋
次
氏
　
郷
里
に
開
業
中
な
カ
し
属
氏
は
今
般

顧
井
病
院
に
聰
せ
ら
る

●
筑
紫
末
雄
氏
　
東
京
痘
苗
製
造
所
に
あ
o
し
同
氏
は

会
般
近
江
彦
根
病
院
に
聰
せ
ら
る

●

太
田
多
計
作
氏
　
金
澤
病
院
讐
員
だ
も
し
同
氏
は
今

般
香
川
縣
高
松
病
院
の
聰
に
雁
し
赴
任
せ
ら
る

●

田
中
吉
六
氏
　
山
田
止
善
堂
病
院
を
群
し
太
田
氏
巴

共
に
高
松
病
院
κ
聴
せ
ら
る

●
藤
井
助
雄
氏
　
金
澤
病
院
眼
科
に
あ
も
し
同
氏
ぱ
五

月
よ
6
’
内
科
第
一
部
へ
仙
蟷
霊
で
・
ら
る

●
末
岡
外
治
郎
氏
　
金
澤
病
院
内
科
醤
員
同
氏
は
解
職

の

上
富
山
縣
富
山
病
院
へ
韓
任
せ
ら
る

●

田
代
保
二
氏
　
本
校
腎
學
蔀
副
手
だ
令
し
が
四
月
入

　
　
●
雑

報

日
金
澤
病
院
醤
員
を
囑
托
せ
ら
る

●

竹
田
乙
三
郎
氏
岐
阜
病
院
を
辞
し
て
金
澤
病
院
讐

員
奔
命
藤
井
氏
後
任
と
し
て
眼
科
に
奉
職
せ
ら
る

●

臨
床
講
義
場
運
動
部
再
興

　
久
し
く
腰
絶
の
有
様
な

0
し
臨
床
講
義
場
内
蓮
動
部
は
這
般
数
氏
の
斡
旋
に
依

0
再
興
す
斯
道
の
爲
め
賀
す
ぺ
し

●

春
期
行
軍

　
五
月
九
日
よ
力
一
泊
の
豫
定
を
以
て
安

宅
附

近
ぼ
於
て
催
さ
る
會
す
る
め
の
四
百
有
余
名
昂
然

劔
を
撫
し
て
起
つ
牝
海
の
浪
石
川
の
野
浩
然
之
氣
養
ひ

得
て
余
あ
力
幽
窓
徒
に
春
艸
を
夢
む
る
者
は
此
精
味
を

解
す
る
能
は
さ
る
な
0

●

書
籍
恵
與
　
教
授
下
丞
－
用
彩
先
生
は
麗
科
第
二
年
よ

’
四
年
に
至
る
迄
全
學
生
に
高
著
に
係
る
外
科
汎
論
一

冊
づ

ζ
を
恵
與
せ
ら
れ
た
‘
弦
に
謹
ん
て
鳴
謝
す

●

高
安
致
授
洋
行

　
主
事
高
安
教
授
は
眼
科
學
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
三



　
　
●
雑

報

爲

向
ニ
ケ
年
間
猫
逸
國
留
學
を
命
せ
ら
れ
だ
多
先
生
や

我
校
に
入
夕
て
教
硬
を
ピ
ら
る
3
乙
と
十
余
年
其
間
聲

學
部
主
事
と
し
て
校
務
に
蓋
砕
せ
ら
る
吾
人
今
や
此
艮

師
を
失
ふ
に
當
0
て
～
心
裡
哀
々
禁
宇
る
能
は
さ
る
竜
の

あ
6
然
6
’
と
維
竜
斯
道
の
爲
之
を
思
へ
は
先
生
の
爲
大

盃
を
翠
げ
て
其
行
を
批
に
せ
ぎ
る
を
得
ざ
る
浄
り
思
ふ

に
向
後
二
周
歳
先
生
の
名
聲
一
段
の
光
明
を
添
ふ
る
あ

ら
ん
、
吾
人
鶴
首
し
て
侯
つ

●

高
安
致
授
麸
別
會
　
四
月
一
日
午
后
一
聴
よ
力
學
生

一
同
高
安
先
生
の
爲
金
谷
舘
に
於
て
送
別
の
’
宴
を
張
る

撃
掠
丁

々
開
曾
を
報
宇
る
や
河
内
監
治
郎
氏
起
て
開
會

の

辞
を
述
べ
聲
學
科
三
年
級
纏
代
中
西
政
太
郎
氏
同
二

年
総
代
山
碕
芳
太
郎
氏
其
他
深
美
貞
之
助
小
林
茂
樹
入

牧

政
孝
眞
柄

佐
一
郎
田
中
秀
夫
湯
本
四
郎
右
衛
門
の
諸

氏
績
々

相
纏
て
登
壇
描
肱
の
赤
誠
を
捧
け
襖
別
の
辞
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
四

述
べ
終
参
に
先
生
の
答
鮮
あ
多
酒
三
行
に
し
て
衣
を
約

し
て
歌
ふ
も
の
劔
を
抜
て
舞
ふ
も
の
鹿
酒
鹿
肴
分
に
居

て

柳
か
我
意
を
蓋
せ
る
も
の
あ
♪
筒
安
先
生
萬
蔵
を
三

呼
t
て
散
會
せ
し
は
午
后
六
隣
、

●

臨
床
講
義
蕩
武
道
大
曾
　
七
月
四
日
午
后
の
時
宇
よ

）
高
安
敷
授
の
欧
行
を
機
と
し
て
武
道
大
曾
を
臨
床
講

義
場
に
催
す
高
安
教
授
を
初
め
曾
す
る
も
の
入
十
名
得

意
の
手
腕
を
揮
ム
て
散
曾
せ
を
は
午
後
六
時
夜
β
き

●
高
安
教
授
蓬
別
式
　
七
月
五
日
午
后
一
時
よ
力
本
校

静
勝
舘
に
於
て
翠
行
せ
ら
る
席
定
ま
る
や
高
安
散
授
牝

條
校
長
に

導

か
ら
て
膓
の
正
面
に
進
ま
る
校
長
先
づ
職

員
を
代
表
し
て
嚴
搭
苦
る
調
も
て
遙
別
の
辞
を
遠
べ
次

て
深
美
貞
之
助
氏
學
生
一
同
に
代
o
て
送
駐
を
朗
請
し

積
年
薫
陶
の
螢
を
謝
し
終
夕
に
教
授
の
謙
遜
な
る
答
徽

あ
⑬
之
に
て
全
く
式
を
終
ゆ
・



●

高

安
激
授
出
駿
期
　
來
る
八
月
中
旬
金
澤
出
獲
九
月

十

三

日
佛
蘭
西
船
に
乗
0
渡
欧
の
途
に
就
か
る
ζ
由

●

木
村
教
授
蹄
朝
期
は
來
る
十
一
月
頃
π
ら
ん
ε
い
ふ

●
鈴
木
學
士

　
四

月
下
旬
再
び
「
キ
イ
ル
」
に
蹄
ら
れ
蹄

朝
の
途

に
つ
か
る
之
由
金
子
教
授
の
許
に
音
信
あ
0
た

力
奔
眉
遠
き
に
あ
ら
ぎ
る
ぺ
し

●
雑

報

六
十
五


